（独立行政法人教員研修センター委嘱事業）

平成２２年度教員研修モデルカリキュラム開発プログラム
報告書
	プログラム名
	段階的に理科に自信をもって授業をつくれるようにする教員研修

－特に小学校を中心にして－　　　　

	プログラムの

特徴
	１　研修プログラムを大きく以下の三段階の対象に分けて実施していく。

第1段階：初任並びに若年層を中心とした理科の内容に苦手意識をもっている教員対象
　第2段階：「問題解決の過程」を取り込んだ授業になり切れていないと感じている教員対象
　第3段階：子どもの考えをより深めたり、科学的な態度を子どもが身に付けたりするような授業に十分なり得ていないと感じている教員対象
3段階に分けて行う研修体制並びにそれぞれの研修のあり方を考えたプログラムになっている。

２　職場に近い場所での研修の開催と、現場教員が出やすい環境で実施する手立てを見出す。


平成23年３月31日提出

機関名　大妻女子大学　　　連携先　千代田区教育委員会　　多摩市教育委員会
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Ⅰ　開発の目的・方法・組織

１　開発目的

東京都内の小学校では、若手教員が急増している。これら若手の教員の多くが、理科を苦手とする傾向が強く出ている。また、理科に関しては経験年数を積み重ねた教員でも苦手意識をなかなかぬぐいきれないといった傾向が見られる。さらに、小学校現場では、教室を空けることが難しかったり、校務の処理に追われたりして、遠隔地にまで行く研修会に出にくいといった状況が生まれている。

　本研修カリキュラムでは、理科の内容を把握できていない若手教員、理科の苦手意識をもっている中堅教員、理科に比較的自信をもっており、近い将来、他の教員への指導的な役割を担える教員を対象にした段階的な研修カリキュラムを開発する。その際に、学校現場における学校外に出にくい状況に対応した柔軟な形を模索した研修プログラムを作成していくことをねらいとしている。

　
２　開発の方法

（1） 段階別の研修会の実施
下記のような段階の教員をそれぞれ対象とした教員研修会を既存の研修会(研究会)の中に位置づけて、誰もが参加しやすい状況を作っていった。具体的には、2・3年次研修や、区市の教育研究会並びに、校内研究を活用した。これらの研修会は、ある意味ではやらなければならない、参加しなければならない研修会である。しかし、その分、時間的な制約があって十分な時間をかけて行えないといったものも多い。それだけに、効率よく行う研修カリキュラムが求められるといえる。

　０　ベースは、初任研修(教員養成段階)
第1段階は、　2・3年次研修の利用

　第2段階は、　区の理科部会の利用

　第3段階は、　校内研究の利用

（2） 段階別の研修を実施した上での研修カリキュラムの見直し
(1)で述べた3つの段階で研修会を実施し、その研修会の中身を整理しなおし、一つのカリキュラムの形を作成していった。

（3） 最終的なカリキュラム、テキスト及び資料の作成

3つの段階ごとに研修を実施、その研修にあったテキストや資料を作っていった。つくったテキストや資料を使った研修会を実施し、それぞれの必要に応じたテキストを修正した。また、22年度に実施した研修内容では網羅しきれなかった小学校理科の内容についても、今回明らかになった点をもとに、以下の考えでテキスト加筆・整理・修正した。

①　第1第2段階教員を対象とした小学校理科　観察・実験マニュアルのテキストの作成の意図

第1段階第2段階教員を対象とした小学校理科　観察・実験マニュアルテキストを今年度実施した研修会に基づき作成した。作成の意図は以下の通りである。

　ア　小学校理科の学習内容を把握していない。そのために、何をやるのかがわからない。観察・実験がしっかりとできるのか不安である。教科書に沿って進めていても、子どもから質問が出てきたら答えられないと不安になる。
　イ　小学校理科では「問題解決の過程を取り入れた学習」「問題解決学習」を行うように言われるが、どのようにやったらよいのかわからない。観察・実験をどのように行うと問題解決の学習になるのかわからない。
以上2点を踏まえると、小学校で行われている理科の観察・実験はどのようなものなのかを明らかにするとともに、本来ならばそのすべてを小学校教員が学ぶ場をつくることができればよいのかもしれない。しかし、そのようなことは不可能である。
今回は、小学校理科で行われている観察・実験をすべてあげ、それらについてその観察・実験を行う意味、手順、配慮点を整理した資料を作成し、その資料をもって教員が研修をおこなうことができるようにした。
小学校で主に行われるおよそ130に及ぶ観察・実験を今回網羅してあげた。これらの観察・実験を子どもが問題解決を行う際に実施するものと考えた。そこで、子どもが行う問題解決の過程から、これら130に及ぶ観察実験を行う際の視点として「ア　この実験を行うための問題とその仮説、イ　観察・実験の手順、ウ　安全等に関する配慮点、エ　問題や仮説に迫るための配慮点」の四点をひろいだし、各観察・実験毎にこれらの視点を記述した。これらの記述は、開発実行まとめ役の石井の経験に基づくとともに、教員研修モデルカリキュラム作成の過程で行ってきた教員対象の研修会の成果に基づき作成していった。
②　それぞれの段階に応じた研修内容と研修用のプレゼンの作成
第1段階に関しては2本の指導用プレゼンテーション資料を、第2段階に関しては2本の指導用プレゼンテーション資料を、第3段階に関しては1年目の4本、2年目の2本をそれぞれ作成した。それぞれのプレゼンテーショッンは、あくまでも指導を行う講師等が使っていくものであって、講師にゆだねられるものであるが研修を意図的計画的に行っていくためにも、基本的な考え方としてこうしたプレゼンをそれぞれ段階に応じて示していくことで研修が成果を上げていくものと考え例示的に作成したものである。
また、研修内容は、それぞれの段階に応じてどの順序で行っていけばよいのかを考え作成したものである。
３　開発組織

	No
	所属・職名
	氏　名
	担当・役割

	1
	千代田区教育委員会・指導課長
	坂　光司
	開発総括

	2
	多摩市教育委員会・指導課長
	樋口　昇
	開発総括

	3
	千代田区教育委員会・統括指導主事
	内藤　千春
	行政のまとめ役

	4
	大妻女子大学　准教授
	石井　雅幸
	開発実行まとめ役

	5
	大妻女子大学　教授
	酒井　　朗
	教育行政にかかわる研究のまとめ役

	6
	大妻女子大学　准教授
	矢野　博之
	学校研修企画　効果測定方の開発

	7
	大妻女子大学　教授
	生田　　茂
	多摩市側　環境構成と理科の内容に関するプログラム開発

	8
	大妻女子大学　准教授
	上山　　敏
	生物関係教材開発

	９
	多摩市立第三小学校　校長
	坂本　忠男　
	研修会実施校　校長

	10
	多摩市立西落合小学校　校長
	志村　美佐子
	研修会実施校　校長


Ⅱ　開発の実際とその成果

１　第０段階(ベース)（初任者研修（教員養成）あるいは、研修センター等で行われる選択研修)
○研修の背景やねらい

０段階の研修は、主に初任者研修や教員養成を意識した研修として位置付けることができる。小学校理科の学習内容に関する観察・実験の技能という側面から研修することを主なねらいとしている。

本研修を位置づけた背景として、首都圏を中心にして大量に採用された若手の教員は、これまでと比べても理科を苦手とする傾向が強くなるといわれている。高等学校の理科の履修科目数の減少や理数離れの傾向を強く示す年代がこれから数年間、小学校教員になっていく。これらの若手教員を主な対象にした、小学校理科を網羅的に学ぶ研修を位置づける必要が生じてきている。　

○対象、人数、期間、会場、日程、講師

対象は、主に20代前半の若手教員だが、理科に対する苦手意識を強く持っている教員も含まれる。

人数的には、理科実験室の許容範囲によるが、一人の講師であれば30人くらいが適当である。
時期的には、本来は早い時期に実施したいが、集中的に行うことを考えると長期休業中が望ましい。会場は、理科実験室がある場所であればどこでも問題はない。小学校理科室利用も一つの方法である。講師も小学校理科を専門とする小学校教員並びに小学校教員経験者がのぞましい。

○各研修項目の配置の考え方(何をどの程度配置すべきと考えたか)

実技研修を主体にして、基礎講座をオリエンテーションをかねて1回設置した。その後、小学校中学年、高学年のそれぞれの区分ごとに1回ずつを配置し、小学校理科の学習内容を俯瞰できるようにした。

○各研修項目の内容、実施形態(講義、演習、協議等)、時間数、使用教材、進め方(※実施方法については、具体的に記述)

	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	理科の観察・実験基礎
	２時間
	　理科の観察実験のもっとも基礎的。基本的な事項に関して研修を行い、小学校理科の観察・実験における安全な指導のあり方を習得させる。
	内容：安全指導について
(1) 加熱器具の安全な操作と事故につながる操作並びに、事故が起こった際の対処方法について

(2) 薬品の調整と薬品の取り扱いについて

(3) 野外における安全指導について

実施形態：講義と実技実習
使用教材：
(1) 加熱器具

アルコールランプ、ガスバーナー、実験用ガスコンロ、三脚、金網、ビーカー
(2) 薬品：

塩酸、水酸化ナトリウム、ビーカー、メスシリンダー、スポイト(駒込ピペット)
(3) 野外

草原での安全指導、河原での安全指導、がけなどの露頭観察での安全指導、危険な生物について
進め方の留意事項

　講義はともかくも、実習を伴うので4人が１単位程度の班にして活動を行いたい。また、薬品や加熱器具を扱うので机が防炎腐食加工してある実験机等が入った部屋で行いたい。

その他：
　第1段階用観察・実験マニュアルのテキストを活用して、実習を行う。



	実技研修１
	3時間
	中学年のA区分の内容の観察・実験の実技研修
	内容：

第3学年電気と第4学年電気の内容に関する実験

第3学年磁石に関する内容

第4学年温度と体積、ものの温まり方に関する実験
実施形態：実技研修
使用教材：
電気：乾電池、豆電球、ソケット、モーター、光電池

磁石：フェライト磁石(裏表でNSの丸い形、棒磁石型（NS表記）、棒磁石型（NS表記なし）など)、方位磁針、クリップ、鉄釘など
温度と体積：丸底フラスコ、平底フラスコ、ゴム栓、ガラス管、注射器、加熱器具

ものの温まり方：銅版、金属棒、示温テープ、ビーカー、試験管、鉄製スタンド、加熱器具



	実技研修２
	3時間
	中学年のB区分の内容の観察・実験の実技研修
	内容：
第3学年日向と日かげの内容に関する観察・実験

第3、４学年生き物に関する観察に関する観察

第4学年　月と星に関する観察

第4学年　天気と気温に関する観察

実施形態：観察にかかわる実習
使用教材

進め方の留意事項

その他

	実技研修３
	3時間
	高学年のA区分の内容の観察・実験の実技研修
	内容：第５学年ふりこ、電磁石、第6学年ものの燃え方、電気の働き
実施形態：実験に関する実習
使用教材:テキスト並び実験機器


	実技研修４
	3時間
	高学年のB区分の内容の観察・実験の実技研修
	内容：第5学年流水の働き　魚の誕生　第6学年土地のつくり、植物
実施形態:観察に関する実習
使用教材:テキスト　実験機器
できれば、野外実習が可能であれば取り入れていきたい。


○研修実施上の課題：ここで取り上げた内容は、教師が扱いが難し差を感じるものを特に取り上げた。今後の内容の検討が求められるが、開発したテキストを使えばどの内容をもってきても実施は可能である。
２　第1段階　（2・3年次研修等）
○研修の背景やねらい

　小学校の理科の授業を1年程度は最低実施してきて、自らが行っている理科授業への問題意識が生まれ始めている教員に対して、理科授業つくりの研修を行うことを主なねらいとしている。

　初任としての研修を終え、学校現場にも慣れ始めた段階で、自分の授業に対する問題意識も芽生え始めている。この時期に、自らの授業を見つめ直す場が与えられるか否かが大きな分かれ目であるともいえる。そこで、2・3年次目程度の教員を対象にして、小学校理科授業をつくることを習得する研修会を実施する意義は大きい。特に、前述してきたように、理科は小学校の教科の中でも苦手意識を感じる教員が多いいだけに、なおさらである。そこで、この段階での研修会を積極的に実施したい。

○対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象は、これまでも述べたように2・3年次研修を迎える頃の教員が対象である。人数的には、0名程度で行いたい。人数が多くなれば分科会形式でいくつかに分けて行っていきたい。できれば、担当学年ごとに分科会を作成する。5月ごろから始め、夏季休業中を挟んで実技研修を行い。2学期後半から3学期に授業研究を行っていきたい。
　2，3年次研修での実施を想定している。
○各研修項目の配置の考え方(何をどの程度配置すべきと考えたか)

　ここで上げた例は、あくまでも分科会形式でなく、一つの分科会で行った形を示している。複数の分科会で構成できた場合には、分科会毎の発表を位置づけていきたい。
○各研修項目の内容、実施形態(講義、演習、協議等)、時間数、使用教材、進め方(※実施方法については、具体的に記述)

	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	オリエンテーション
	1時間
	小学校理科の授業を行ってきての課題を出し合い、その課題を解決していくためにどのような取り組みを行っていけばよいかの検討を行い、今後の研修計画を立てる。
	内容：自らが行っている理科授業を振り返り、自らの実践の不足点を討論し、今後の研修課題を明らかにするとともに、研修計画を作成する。
実施形態：演習
進め方の留意事項：各自の実践上の課題は比較的簡単に見出されてくる。しかし、課題を解決するためにいかなる研修を行っていくかの計画は、研修員だけでは難しいものがある。指導者のアドバイスを受けながら研修員一人一人の思い、願いを生かしつつ研修計画を立てることができるようにする。
　ここで、多く上がる課題として以下の点があげられる。
・問題解決の過程がよくわからい

・問題を子どもとつくるというがどのように行うのか

・子ども主体といいながらも教師の教えるべき内容や方向にもって行ってしまう傾向があって、どのようにしたら良いのかわからない。

その他：アドバイザー的な形で、身近な副校長などが調整を行いながら適切なアドバイスをしていく。特に、研究計画の典型的な方法をアドバイスしていく。

	教材研究
	3時間
	　研究授業の対象とした単元(学習内容)について、教材研究を行う。
	内容：各学年ごとに、2学期あたりの重点となりそうな、あるいは、授業づくりの上で課題が明確に出てきそうな単元を1つ取り上げ、その単元の教材研究を行う。特に、その単元で取り上げられている観察・実験の内容をすべて実際に実習してみる。その実習から、その観察・実験の課題等をテキストに従いながら検証していく。
実施形態:実技研修と討論
使用教材：対象とした学年、単元で使用する教材
進め方の留意事項：各学年の2学期単元で課題として挙げやすい内容の一覧とその根拠
第6学年:水溶液の性質
複数の結果から、総合的な判断を行うような内容になっている。また、新しい知識を獲得しながらも、それら獲得した知識や技能を使って次なる問題を解決する姿を作りやすい内容である。
第5学年：物の溶け方、ふりこ、電磁石
いずれの3単元とも問題解決の過程に乗りやすい単元であるとえる。ものの溶け方は、この3単元の中でも、展開の仕方が難しい単元である。また、振り子と電磁石の単元はより再現性の高い結果を得るためにはどのような展開を考えるべきかと言った検討が行われやすい。
第4学年:温度と体積、ものの温まり方、

いずれも、問題解決に乗りやすい内容といえる。また、温度と体積は、空気の体積変化か、空気の上昇のいずれかであるといった考えの相違が生じやすい。しかし、その分だけ慎重な展開も求められ、検討する余地がたくさんある。
ものの温まり方は、まさに金属の温まり方を空気や水の温まり方にあてはめながら考えていくといった問題解決を作りやすい。

第3学年：日なたと日かげ、電気、磁石
いずれも、問題解決の過程に載りやすい内容である。磁石は、内容が多岐にわたるので、展開のしかたが様々に考えられる。
その他：この日の教材研究を受けて、これまで収集した指導計画を参考にして、各自自分なら行うであろう展開構想を次回までに作成してくるようにする。


	授業構想
	2時間(各自宿題あり)
	　各自が持ち寄った単元展開の構想並びに問題つくりにかかわる提示事象を発表し、今回の授業を自分たちが行っていくうえでよいと考える展開を構想し、指導案つくりの準備をはじめる。
	内容：指導案検討会(特に単元構想に関して)
実施形態：演習
使用教材:各自の作成してきた単元展開構想並びにその単元で使用する単元展開構想
その他

指導案完成までに何度か必要があれば検討会を実施する。メールでのやり取りも含めて。講師ともやり取りを何度か行う。


	研究授業１
	3時間弱
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。
実施形態：研究授業並びに研究協議会
使用教材：作成した指導案
進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を全員で参観する。
　

	研究授業２
	3時間弱
	検討を加えて修正した指導案をもとにして、授業を実施し、協議をしてきたメンバーで授業を参観して、検討してきたことについての有効性の検討を行う。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。
その他　研究授業はあくまでも1時間の授業についての検討にとどまる。そこで、各自研究授業を行った時間だけでなく、他の時間に関しても授業を実践し、記録に残し、検討してきたことの成果と問題点を検討しておく。

	まとめ
	2時間
	これまでの作成した単元全体についての実践を行った上での検討を進め、以後の実践に生かせるようなまとめを行う。
	内容：これまでの教材研究、授業の展開つくり、授業の実施を通して、実践データから自らの授業改善の方策を見出す。
実施形態：演習
使用教材：これまでの各自の実践報告



○実施上の留意事項：学校設置者である教育員会のイニシアティブが問われる。教育委員会の方向性の示唆の基に進めていくことが大切である。
○研修の評価方法、評価結果：講師による授業観察
○研修実施上の課題：全体を掌握しての進め方が問われる
３　第2段階研修講座　（区市の理科部会　校内研究）　
(1)　区市の研究会を活用した研修モデル
○研修の背景やねらい

ある程度理科への興味・関心は高いが、なかなか思うような授業になっていかないと感じている教員を対象とした研修会とした。
小学校理科においては、子どもが主体的に問題解決を行っていく過程を歩むことはおおよそながら理解しているが、そうした理科授業がどのような形でできていくのかを十分に理解していないがために、教師自身も満足のいく授業になっていないと感じている。こうした教員は理科に対する興味・関心が高く、より授業を改善していこうと常日頃考えている。こうした教員を対象とした教員研修は、第1段階の若手教員を育てることと同時に今後の小学校教育の質を高めていくうえでも求められる。

○対象、人数、期間、会場、日程、講師

対象は、2・3年次研修を終えて、経験年数5年目以降の理科に興味・関心が高い教員を対象とする。想定としては、区市の教育会といわれている研究会の小学校理科部会などと言われている研究会対象を想定している。よって、人数、期間、日程などは各研究会の年間計画に準じていくものになる。

○各研修項目の内容、実施形態(講義、演習、協議等)、時間数、使用教材、進め方(※実施方法については、具体的に記述)

	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	問題解決学習の基本
	２時間
	　一つのどの教師でも、子どもに問題解決の過程を比較的歩ませることができやすいと考えた授業過程とその指導方法を紹介し、授業づくりのイメージを教師がもつ。
	内容：問題解決の過程を取り入れた授業について

実施形態：実習を伴った講義

使用教材：問題解決の過程に関するプレゼン

手回し発電機、発光ダイオード、検流計、

進め方の留意事項：プレゼンを使って講師の話を聞きながら問題解決の過程を知ることができるようになっている。

その他：次回までに、直近の実践の中を使って、自らが行っている授業の問題点を明らかにして、まとめてくる。


	教材研究
	3時間
	　自らの授業の問題点を最近の実践から示し、今後の研修の方向性を明らかにする。
	内容：
　各自がまとめてきた問題点を報告し合う。報告し合った問題点に関して意見交換を行っていく。意見交換を行う中で、共通した問題点を見出し、その問題点を今後の研修の中で解決できるようにしていく。
実施形態：演習
進め方の留意事項：基本的には、自らの実践の問題点を示すことからスタートさせ、そこから共通化した問題点を出し、その問題に迫る指導法上の課題を明らかにしていくことになる。講師は、発表や意見交換を聞きながら、歩むべき方向性をとらえながら、示唆できるようにしていく。そういった意味でのコーディネートができる講師を選んでいく。
その他：こういった段階での今後の方向性としては以下の点が多く課題としてあがる。

· 問題つくりの場面における事象提示のあり方

· 事象提示から問題ができるまでの過程における教師の役割

· 事象提示から問題ができるまでの子ども同士のかかわりのもち方

· 問題ができた後の考えを確かめる実験方法を子どもが企画できるようにするための指導の在り方

· 結果から結論を導く過程の指導のあり方

	授業検討
	3時間
	　各自が持ち寄った単元展開の構想並びに問題つくりにかかわる提示事象を発表し、今回の授業を自分たちが行っていくうえでよいと考える展開を構想し、指導案つくりの準備をはじめる。
	内容：指導案検討会(単元構想、問題解決過程に即した教師の指導の手立てに関して)

実施形態：演習

使用教材:各自の作成してきた単元展開構想並びにその単元で使用する単元展開構想

その他

指導案完成までに何度か必要があれば検討会を実施する。メールでのやり取りも含めて指導案の検討を何度か必要に応じて行っていく。講師ともできれば指導案を何度かやり取りができれば行い最初の目的にはずれていないかを客観的な立場から見てもらうようにする。


	研究授業
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	以後、年間計画に従い、「授業検討」「研究授業」を繰り返していく。この繰り返しの回数は年間の研究会が何回もたれているのか、研究会の構成人数などによって異なってくる。また、構成人数が多い組織であれば、分科会を作成し分科会ごとの提案といった形で研究授業を位置づけるのも方法である。

	まとめ
	3時間
	これまでに取り組んできたことを年度の初めに計画した課題にどこまで迫ることができたのかを評価し、次年度の方向性を明らかにする。
	内容：今年度の成果と課題について話し合いを行い、次年度の研究の方向性を明らかにする。
実施形態:演習・協議
使用教材：各研究授業を行った成果と課題をまとめてきたもの。



○実施上の留意事項

想定している対象が、研究会などである。そこで、基本的にはその研究会がもつ組織力がどの程度あるかに左右される。研究会そのものが、組織的に研究できる会は、その研究会の進め方で行っていけばよいと考える。ここであげているカリキュラムは、方向性が定まりにくい状況にある研究会を考えている。
○研修実施上の課題

組織として持つ研究を支える力がどれだけあるかに大きく左右される。しかし、この組織の在り方が難しくなってきている。このことも含めた教員研修の在り方が問われる。これまではこうした組織が教員研修を大きく支えてきたはずである。今後、その方向性の検討が更に求められる。
②　校内研究
	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	問題解決学習の基本
	2時間
	一つのどの教師でも、子どもに問題解決の過程を比較的歩ませることができやすいと考えた授業過程とその指導方法を紹介し、授業づくりのイメージを教師がもつ。
	内容：問題解決の過程を取り入れた授業について

実施形態：実習を伴った講義

使用教材：問題解決の過程に関するプレゼン

手回し発電機、発光ダイオード、検流計、

進め方の留意事項：プレゼンを使って講師の話を聞きながら問題解決の過程を知ることができるようになっている。
その他

	授業提案教材研究
	3時間
	前回の問題解決を取り入れた授業過程の講義を受けて、研究推進委員会が自分たちができるであろう授業モデルを作成し、モデル授業を提案して、協議を行う。
	内容：

1 研究推進委員会が作成したモデル授業の実施による提案
2 提案授業の参観を踏まえての協議会の実施

ア　前回の問題解決過程のイメージの相違点

イ　自分たちが授業を行ってみての課題

ウ　全体としてどの方向にもっていくのか

3 今後の授業作成検討点を明らかにする

実施形態：全体協議
使用教材：提案指導案と提案授業
進め方の留意事項：研究推進員会が、前回の話をうけてどこまで授業の形に持っていくのか、その形にしていくうえで何が自分たちとして課題であったのかを明らかにできるかにかかっている。特に、前回の話が基本的には「誰でもができる」と言っている限り、何が足りないのかを明確化する必要がある。
　明らかになったことをもとに、講師から方向性の示唆を提示してもらう。

	教材研究


	3時間
	前回までの課題をもとに、低中高学年(学年分科会でもよい)の分科会で検討単元を定め、その単元での研究授業を目指して教材研究を行う。
※対象単元は、参考までに前述した単元あたりが妥当といえる。
	内容：
1 分科会の実施

ア　決定単元について展開・観察・実験を検討

イ　観察・実験の実施

ウ　今後の進め方の検討

2 全体会

ア　各分科会の報告

イ　指導講評

ウ　今後の方向性の確認

実施形態：協議と必要に応じて実技研修
進め方の留意事項：分科会の主体性を尊重しながらも、全体で進めている方向性を見失わないように調整を図っていく。
その他　理科を中心としながらも、低学年に関しては理科との関連が強い教科等で研修をしていく方向性が望ましい。特に第3段階への移行を考えていくと、低学年段階で育てておきたいことを明らかにしていくことが求められる。

	研究授業
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	以後、年間計画に従い、「研究授業」を繰り返していく。この繰り返しの回数は分科会の数は最低限もたれることになる。なお、

	まとめ
	3時間

	これまでに取り組んできたことを年度の初めに計画した課題にどこまで迫ることができたのかを評価し、次年度の方向性を明らかにする。
	内容：今年度の成果と課題について話し合いを行い、次年度の研究の方向性を明らかにする。

実施形態:演習・協議

使用教材：各研究授業を行った成果と課題をまとめてきたもの。




○実施上の留意事項：各学校の校内研究のテーマに従うのが基本である。あくまでも本カリキュラムにあった研究を計画した際のモデルとして扱っていく。
○研修の評価方法、評価結果：教師への意識、特に授業が自分としてどのように変わってきたのかを明らかにする。また、講師による授業観察を受けての評価。
○研修実施上の課題：学校校内研究において、研究を推進いつぃく組織がどこまで動くことができるかに大きくかかってくる。特に、研究を推進していく人材の研究追行能力が問われてくる。
３　第3段階　研修講座　学校校内研究
1 研修の背景やねらい　　今後の深まり、より高い教員集団を育てる集団をつくる必要がある
2 対象　人数　校内　　その中にばらつきがあるが、全体的な底上げを図る
3 中核小学校での研修会(会場はすべて多摩市立多摩第三小学校高学年)1年目
	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	問題解決学習の基本
	2時間
	一つのどの教師でも、子どもに問題解決の過程を比較的歩ませることができやすいと考えた授業過程とその指導方法を紹介し、授業づくりのイメージを教師がもつ。

　問題解決の過程に関する共通理解を図る
	内容：問題解決の過程を取り入れた授業について

実施形態：実習を伴った講義

使用教材：問題解決の過程に関するプレゼン(1年目1回目)
インゲンマメ(前日から水につけておく)、ヨウ素液、カッターナイフ等
進め方の留意事項：プレゼンを使って講師の話を聞きながら問題解決の過程を知ることができるようになっている。

その他

　分科会を以後開催し、分科会ごとの提案授業に向けての検討を行っていく。

	教材研究


	3時間
	前回までの課題をもとに、低中高学年(学年分科会でもよい)の分科会で検討単元を定め、その単元での研究授業を目指して教材研究を行う。

※対象単元は、参考までに前述した単元あたりが妥当といえる。
	内容：

3 分科会の実施

ア　決定単元について展開・観察・実験を検討

イ　観察・実験の実施

ウ　今後の進め方の検討

4 全体会

ア　各分科会の報告
イ　指導講評

ウ　今後の方向性の確認

実施形態：協議と必要に応じて実技研修

進め方の留意事項：分科会の主体性を尊重しながらも、全体で進めている方向性を見失わないように調整を図っていく。

その他　理科を中心としながらも、低学年に関しては理科との関連が強い教科等で研修をしていく。その中で、共通して育てていくべきことを低学年では明らかにしていく。

	研究授業１
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案と指導用プレゼン(1年目2回目)

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	研究授業２
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案と指導用プレゼン(1年目3回目)

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	以後、年間計画に従い、「研究授業」を繰り返していく。この繰り返しの回数は分科会の数は最低限もたれることになる。

	まとめ
	3時間
	これまでに取り組んできたことを年度の初めに計画した課題にどこまで迫ることができたのかを評価し、次年度の方向性を明らかにする。
	内容：今年度の成果と課題について話し合いを行い、次年度の研究の方向性を明らかにする。

実施形態:演習・協議

使用教材：各研究授業を行った成果と課題をまとめてきたもの。指導用のプレゼン(1年目4回目)



2年目
	研修項目
	時間数
	目的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	研究全体会
	２時間
	今年度の研修の方向性の確認

特に、提案研究授業の方向と、昨年度までの取り組みの日常化の確認を行う。
	内容：
1 研究推進委員会からの研究報告の提案

2 分科会が歩む方向の確認

3 日常からの積み上げの方向の確認

実施形態：全体協議
使用教材：昨年度の取り組みのまとめ
進め方の留意事項：研究推進委員会が中心となって進める方向性を示唆する

	授業検討

指導案検討
	3時間
	授業検討、指導案の検討を行い、指導案を完成させる。
	内容：指導案検討
実施形態：分科会協議
使用教材：作成指導案
その他　自主的な分科会独自の時間設定で行っていく。そのためにも、全校的にも時間を編み出す工夫を行う。また、日常的な取り組みが研修につながっているという意識に持っていけるようにする。

	授業の積み上げ
	日常的に行っていく
	1年目に明らかになった指導法に基づき、日常的にその指導法を授業の中に取り入れていくことにより、一人一人の教員の指導力を高める。
	内容：提案に基づく日々の授業実践
　　　実施形態

使用教材：授業に必要な教材(参考に観察・実験マニュアルを活用して、予備実験を行う)
進め方の留意事項：日々の実践に関しても学年内あるいは、低中高の学年ブロックで交流を日々行うようにしておくとよい。
その他：授業実践の振り返り、記録を各自とっておくと記録としてはよい。


	研究授業１
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案と指導用プレゼン(２年目１回目)

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	研究授業２
	3時間
	作成した指導案で、授業研究会を開き、一つの提案授業を参観し、行おうとしたことに対する効果の検証を行う。それを基に修正指導案を作成する。
	内容：作成してきた指導案をもとに研究授業を実施し、研究協議会を行う。

実施形態：研究授業並びに研究協議会

使用教材：作成した指導案と指導用プレゼン(２年目２回目)

進め方の留意事項：一人が授業を行い、他の作成者は各自実践するとともに、一人の授業を参観する。最後に、講師の先生から指導講評していただく。その際に、これまでの考えに従っていくとどこがまだ検討として不十分なのかを示してもらうようにする。　

	以後、年間計画に従い、「研究授業」を繰り返していく。この繰り返しの回数は分科会の数は最低限もたれることになる。

	まとめ
	3時間
	これまでに取り組んできたことを年度の初めに計画した課題にどこまで迫ることができたのかを評価する。
	内容：今年度の成果と課題について話し合いを行い、次年度の研究の方向性を明らかにする。

実施形態:演習・協議

使用教材：各研究授業を行った成果と課題をまとめてきたもの。




※授業研修会前には、メールを使って指導案の検討を行うなどして、個別研修を行える体制をつくる。

○　実施上の留意事項

　一人一人の教員の授業を改善していこうという意識の持ち形によって大きく左右される。そのためにも、研究授業を行った際の指導講評に大きな意味がある。提案したことに対してどれだけ授業に反映したものになっているか、提案が優れている点を高く評価することに意味がある。そのことによって、行っていることの価値づけができるとともに、今後の方向性が教師に鮮明になってくる。

○研修の評価方法、評価結果

　授業観察に基づく、全職員並びに講師による評価。
○研修実施上の課題

　ある意味では積み上げの研究を今後さらに行っていく必要があるが、公立学校は、人事異動もあり難しい側面もある。
Ⅲ　連携による研修についての考察

(1)　理科教員研修の方法を教員の経験年数と自ら行っている理科授業への課題意識から3段階に分けている。段階の分け方は、教員経験年数よりも教員自らの授業づくりに対する課題別で行っている。今回取り上げた研修体制（2・3年次研修、校内研究。区市の理科部）で、うまく段階を分けることができるのか、そのあたりの検討が求められる。
(2)　多忙な現場教員が研修を受けやすい形を利用した。そこで、校内研究・研修や地区の教育研究会を中核にした。但し、教員経験年数の少ない教員に対しては、2・3年次研修のような必須研修を活用している。この体制は、今回はとてもうまくいった。関係者の密なる打ち合わせが大切である。
(3)　評価は、教員の意識の変化をヒヤリングや教員間の話し合いから聞き取ったり、授業方法の改善を授業観察によって行ったりしている。教員研修における評価の在り方の検討が更に必要である。
その他　作成教材等（予定を含む）

(1) 初任教員向けを基本とした理科観察・実験ガイド資料冊子(0段階、第1段階教員向け研修のテキスト、第2段階教員や第3段階教員の個人研修用)

	小学校理科　　観察・実験マニュアル　内容項目一覧

	はじめに
	
	
	
	
	

	１　本資料の使い方
	概要
	
	
	
	

	２　本編
	
	
	
	
	

	第3学年
	
	
	
	
	

	A区分
	
	
	
	
	

	(1)物と重さ
	①電子天秤の精度・はかりの精度
	ア　秤の精度
	イ　観察・実験の操作性
	
	

	
	②何を使いますか：粘土･アルミホイル
	ア　素材選択
	
	
	

	(2)風やゴムの働き
	①送風機や扇風機
	ア　学習を進める上で承知しておくこと
	イ　ここで大切にしたいこと
	
	

	
	②ゴムの条件
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③車の利用
	ア　問題とその仮説
	
	
	

	(3)光の性質
	①鏡の活用
	
	
	
	

	
	　　○光の進み方
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	　　○光を重ねたとき
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②虫めがねの利用
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③光電池の活用
	光電池にプロペラ付きモータをつないで、光を当てる。
	
	
	

	(4)磁石の性質
	①方位磁針について
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　問題や仮説に迫るための配慮点
	

	
	②磁石の極について
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	③磁石につくもの
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　問題や仮説に迫るための配慮点
	

	
	④電気との関連性
	伝記の内容と関連付けて
	
	
	

	(5)電気の通り道
	①電気の通るもの
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②回路の考え
	輪のような
	
	
	

	
	③豆電球のソケッと豆電球のしくみ
	豆電球
	
	
	

	B区分
	
	
	
	
	

	(1)昆虫と植物
	①昆虫の体のつくり
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	②昆虫の成長
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③植物の成長
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	④植物の体のつくり
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	(2)身近な自然の観察
	①観察の視点
	ア　問題とその仮説
	イ　安全等に関する配慮点
	
	

	
	②虫めがねの使い方
	ア　観察対象物を手で持つ場合
	イ　観察対象物を手で持てない場合
	ウ　絶対にやってはいけないこと
	エ　丁寧に扱う

	(3)太陽と地面の様子
	①日向と日かげの違い　体感
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②温度の測り方
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③影の位置が変わる
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	④太陽の動きと影の動き　遮光板
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	第4学年
	
	
	
	
	

	A区分
	
	
	
	
	

	(1)空気と水の性質
	①空気と水を密閉すること
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②圧し縮めること
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③シリンダー（注射器）を使って
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	④圧し縮めることのイメージ
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点及び問題や仮説に迫るための配慮点

	
	
	
	
	
	

	(2)金属、水、空気と温度
	①空気の膨張
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	
	
	○事象提示
	
	

	
	
	
	○問題2に対して
	
	

	
	
	
	○問題1に対して
	
	

	
	
	
	◎別の事象提示
	
	

	
	②シリンダー（注射器）を使って
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③水の膨張
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	④金属の膨張
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑤金属の温まり
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑥水の温まる順
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑦水の移動
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑧空気の移動とあたたまり方
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑨水の温度による状態の変化（水を冷やす）
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑩水の温度による状態の変化（水を温める）
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑪ビーカーにアルミ箔をかけて、出てくる湯気を見る
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑫ビーカーの底から出てくる泡は何か
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑬水の自然蒸発（校庭の水が乾く）
	ア　事象提示から問題とその仮説ができるまで
	イ　提示事象の操作の手順
	
	

	
	⑭コップの中の水の量の変化
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑮地面に覆いをしたときの水たまり
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑯コップの中の氷水の重さ
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	⑰いろいろな場所での空気中の水を探す
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	(3)電気の働き
	①-1電流の流れる向き
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	①－２電流の向き
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　問題や仮説に迫るための配慮点
	

	
	②電流の強さ
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	③二つの回路
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	④光電池
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	B区分
	
	
	
	
	

	(1)人の体のつくりと運動
	①腕の動き　筋肉　骨
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	②うでを動かす筋肉
	ア　問題
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	③筋肉の役割　関節の役割
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	④模型の利用
	ア　制作模型
	イ　資料としての模型
	
	

	(2)季節と生き物
	①栽培植物と校庭の樹木
	ア　年間継続観察する樹木
	イ　安全等に関する配慮点
	ウ　栽培する植物
	

	
	②昆虫や動物の見られる数や種類の変化
	ア　年間継続観察する動物
	イ　安全等に関する配慮点
	
	

	(3)天気の様子
	①気温の一日の変化　
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	
	②自記温度計と記録の見方
	ア　どのような場面で活用するのか
	イ　観察・実験の手順
	
	

	
	③天気と気温の変化の関係性
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	
	

	(4)月と星
	①月の観察　昼の月　記録法
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②月を観察させるポイント
	月観察ポイント
	
	
	

	
	③星の観察
	ア　星の観察の視点
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	

	第5学年
	
	
	
	
	

	A区分
	
	
	
	
	

	(1)物の溶け方
	①水に溶けること
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	ウ　安全等に関する配慮点
	エ　問題や仮説に迫るための配慮点

	
	②（食塩が）水に溶ける限度
	ア　問題とその仮説
	イ　観察・実験の手順
	
	

	
	③水に溶ける条件（ホウ酸が水に溶けなかったのか溶け残ったのか）
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(2) それぞれの段階で行う研修会の指導者用のプレゼンモデル
　作成プレゼンは以下の通りである。
第1段階用

1 授業を振り返って１

2 授業を振り返って2

　第2段階用

1 1回目用（第1段階の最終回にも使用が可能）

2 2回目用
　第3段階用
1 1年目1回目用　問題解決過程について

2 1年目2回目用　授業を参観して(提案をふまえて)

3 1年面3回目用　授業を参観して

4 1年目4回目用　授業を参観して　　まとめ

5 2年目1回目

6 2年目2回目

Ⅳ　参考とした取り組み

１　多摩市2・3年次研修会

第1回研修会　理科の授業を進める上での自分なりの課題について

7月6日　多摩市立教育センター　講師：石井雅幸

第2回研修会　自分の課題を踏まえての自らの課題解決のための方向性について

　メールのやりとりでの方向性の検討　

第3回研修会　主に取り組む単元の教材解釈と指導計画を作成するための方策について

　8月4日　多摩市立瓜生小　講師:矢野博之(大妻女子大学)　石井雅幸　

第4回研修会　主に取り組む単元にかかわる実技研修会

　8月5日　大妻女子大学　講師:矢野博之(大妻女子大学)　石井雅幸　

自主研修会※必要に応じて実技研修会、指導案作成研修を行っていく。

　（放課後に行われている）

9月28日　多摩市立北豊ヶ丘小学校　講師:石井雅幸

第5、６，７回研修会　授業研修会

11月18日　多摩市立大松台小学校　11月25日　多摩市立東落合小学校　　

11月29日　多摩市立北豊ヶ丘小学校

第８回研修会　まとめ　発表会　2月7日

２　千代田区理科部会での取り組み
第1回研修会　「問題解決の過程を理科授業に取り入れていくために」

6月2日　千代田区立九段小学校　講師による講義と実技　講師:石井雅幸　

第2回研修会　第1回を踏まえて、自分の実践の課題について話し合いを行う

　7月7日　千代田区立昌平小学校　講師:石井雅幸

第3回研修会　第4回の授業研究会に向けての指導案作成研修会

　9月8日　千代田区立九段小学校　講師による講義と協議会　講師:須田孫七、石井雅幸

第4回研修会　第4学年の理科授業を通しての研修会

　10月6日　千代田区立番町小学校　第4学年　温度と体積　講師:石井雅幸

第5回研修会　第6回研修会指導案作成

第6回研修会　第5学年の理科授業を通しての研修会　講師　寺本　貴啓(國學院大學)

　12月1日　千代田区立富士見小学校　第5学年

第7回研修会　第8回研修会指導案作成

第8回研修会　中学年の理科授業を通しての研修会　講師:石井雅幸

　1月12日　千代田区利率千代田小学校

第9回研修会　都会における天体教材の扱い方

　2月9日　　北の丸公園内　科学技術館

３　多摩第三小学校での取り組み

第1回研修会　「問題解決の過程を理科授業に取り入れていくために」

　5月13日　　講師による講義と実技　講師:石井雅幸

第2回研修会　サンプル授業提案研修会

　6月24日　第4学年　電気の働き　講師:石井雅幸

第3回研修会　夏期休業中の全体指導案作成研修会（市内全体に声をかける）

　7月29日　指導案検討研修会　講師:石井雅幸

第4回研修会　低学年の授業研修会

　9月30日　第2学年　ゴムで動くおもちゃつくり　講師:石井雅幸

以後予定

第5回研修会　中学年授業研修会(市内全体に声をかける)

　10月27日　第3学年　乾電池と豆電球　講師:石井雅幸

第6回研修会　高学年授業研修会

　11月24日　第6学年　水溶液の性質　講師:石井雅幸

以後の検討会(12月から2月)

　研究のまとめに向けた議論

　特にメールを使っての協議

☆キーワード：小学校　理科　授業　観察　実験　技能　問題解決　観察実験マニュアル　
☆人数規模：C　（30名程度までが望ましい）　観察・実験の実技研修となると30名が限度

　　　　　　しかし、授業研修会であれば40名程度までは可能である。
☆研修日数　　第0段階(初任や選択研修等)　　C　（5回　1回が3時間程度）

　　　　　　　第1段階(2・3年次研修等)　  　D　（10回程度　　自主研修会も含めて）　
　　　　　　　第2段階(区市理科部・校内研究)D（月に1回の10回程度　自主研修は含まない）
　　　　　　　第3段階(校内研究)　　　　　　D(月に１回の12回程度　自主研修を含まない)
担当者氏名　石井　雅幸　　　所属・職名　大妻女子大学　家政学部児童学科　　　　　　　　　　　　　

担当者連絡先　TEL　03-5275-6109　　　　Email　ishii-m@otsuma.ac.jp  　　　　　　　　　　　　
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